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summed stress score (SSS)，安静時の梗塞あるいは線維
化に相当するsummed rest score (SRS)，その差分すなわ
ち虚血量に相当するsummed difference score (SDS) で
【総説】
心臓核医学イメージングに基づく心事故および死亡の予測モデル





































器疾患ガイドライン (ACC/AHA/ASNC guidelines for 
























































めに，欧州の心臓ガイドライン (Guidelines on myocardial 
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図1．心筋血流マップと欠損スコアリング．欠損値をスコア化




































































不全を対象にこのI-123 MIBGが米国食品医薬品局 (FDA) 
により認可された13)．現行の日本循環器学会の診療ガイ
ドラインでは，心不全の重症度や予後評価に関してクラ


























































から最適治療への意思決定 (clinical decision making) を
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図4．I-123 MIBGのリスクモデル利用した5年間の死亡リスク
の予測．このケースでは，60歳男性，NYHAクラス III，左室
駆出率42％，H/M比1.9 (校正後1.7) なので，5年で35％ (年
間死亡率8％ ) の死亡リスクがあり高リスクと判定される．
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